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愛知県中山間地域における水稲品種「みねはるか」の

標高の違いによる生育 E 収量特性

坂 紀邦*・伊藤晃不¥伊藤幸司*:l，寺島竹彦古川

摘要:水稲品種 fみねはるかj の愛知県1+1111問地域における生育及び収量特性を標高100

~550mの現地 i劇場で、調査した。 Iみねはるかj は標高の差異による梓長等の生育調査項目

に大きな変動はなかった。 Iみねはるか」の収量は愛知県中山間地域の主要品種「ミネア

サヒ」と同等程度であった。 Iミネアサヒ」は穂数と精玄米震との間に相関が認められた

が、 「みねはるか」は穂数と精玄米重との間にキ131詞は認められなかった。整粒歩合は、標

高が高い地点では「ミネアサヒ j と|可等程度であったが、標高が低い地点では「ミネアサ

ヒJよりも数値が高くなった。このことから、 「みねはるかJは「ミネアサヒ j よりもr:I:1

山間地域のi幅広い標高で、の適性があると考えられた。 Iみねはるかj は、いずれの岡場で

も本聞におけるいもち病に対する農業防除を省11悔したが、隣接する「ミネアサヒ Jにいも

ち病が発生する条件でもいもち病の病徴は認められなかった。

キーワード いもち病、収量、水稲、 1:1:1山|現地域、みねはるか

E汗'ectof Altitude Difference on the Growth and Yield Characteristics 

of Rice Variety 'Mine-haruka' in卜lillyand Mountainous Regions 

of Aichi Prefecture 

SAKA No1'ikuni， ITO Akira， ITO Koji and TERASHlMA Takehiko 

Abstract: The effect of altitude diffe1'ence (100-550 m above sea leveD in the hilly and 

mountainous 1'egions of Aichi p1'efectu1'e on the g1'owth and yield cha1'acte1'istic of cv. 

'Mine-ha1'uka' was examined. Altitude did not affect the growing cha1'acte1'istics of 

'Mine寸la1'uka'，such as culm length， and no la1'ge va1'iations we1'e obse1'ved. The yield of 

'Mine-ha1'uka' was equal to that of 'Mine-asahi'， which a majo1' 1'ice va1'iety in hilly and 

mountainous 1'egions of Aichi p1'efectu1'e. No co1'1'elation was obse1'ved between the 

numbe1' of ea1's and g1'ain yield in 弐!line-ha1'uka'，whereas the1'e was a signi五cant

co1'1'elation in 'Mine-asahi¥Although the whole g1'ain 1'atio of 'Mine-haruka' grown at 

1'elatively high altitude was nearly equal to that of 'Mine-asahi'， 'Mine-haruka' g1'own at 

low altitude had a highe1' whole grain 1'atio than 'Mine-asahi' did目 Comparedto 

'Mine-asahi'， 'Mine-ha1'uka' is suitable fo1' growing in a wide 1'ange of altitudes in hilly 

and mountainous 1'egions. 'Mine-haruka' had no symptom of 1'ice blast and did not 

1'equi1'e fungicide sp1'aying fo1' blast du1'ing cultivation in any expe1'imental field; in 

cont1'ast， '1¥在ine-asahi'was infected by rice blast in the neighboring expe1'imental field. 

Key Words: Blast， Yield， Rice (Oryza sativa L.)， Hilly and mountainous regions， 

'Mine・ha1'uka'
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緒 1=1 

愛知県山間・中山開地域には、棚田に象徴される、

一筆面積の小さい水田が標高約100m~800mまで点在し

ている。これらの水田は、都市部近郊~谷川沿いの111

間奥地にあり、その環境は大きく異なっている(関1)。

また、愛知県を含む温暖地中山開地域は、夏季の昨

水量が多く日射最も少ないため、いもち病と冷害が発

しやすく、水稲作には厳しい環境条件となっている。

このため、愛知県農業総合試験場山開農業研究所(愛

知山間)では瓶暖地中山間地域に過する水稲の品種改

良告と進め、 2007年にいもち病鼠場抵抗性と極良食!床特

性を併せ持つ、 fみねはるかJ1)を育成した。本種は開

年、愛知県の山間・中山間地域向き品種として奨励品

種に採用された。しかし、「みねはるかJについての栽

培試験データ U は、現在まで愛知山間(標高505m) 以

上の標高のi高い地域しかなく、標高i隔の広い中山間地

域で、の栽培特性合把握する必要がある。

本試験では、「みねはるか」の愛知県中山間地域での

適性を標高の異なる現地問場において、中山開地域の

主要品種 fミネアサヒ Jと比較することにより、明ら

かにしたので報告する。

材料及び方法

試験は2007年及び2008年に温暖地の山間・ヰlj11問地

域に位置する愛知県豊間市で、行った。謂査地点は御船

町(標高100m、東経137
0

11' 57"、北緯35
0

08' 23" ) 

から稲武町(標高550m、東経137
0

30' 2お8

1臼2' 5臼4")の奇計計i十-1日51地世点の窓素H把巴沃度が仁中ド席席湾高i込しい、農家悶

場場宇に設霞した (表 1上、 図 1υ)。

愛知県

気象データは、気象庁アメダスを利用した。測定地

点は豊田市高町(標高75m、東経137
0

07' 90"、北緯35
0

10' 60" )及び豊田市稲武町(標高505m、東経137
0

30' 4却O

は標高l臼50伽羽の調査地点⑦、標高250mの鵡査地点@、標

高400mの諦査地点⑪でも気現を測定した。

供試品種は「みねはるかj 及び愛知県中山間地域で

最も作付けの多い「ミネアサヒ Jを用い、 2007年の調

査地点①では、参考として試験関場に隣接して「コシ

ヒカリ」を現地横行栽培(全施肥窓素量は4.2kg/10a)

した。 2007年の鵡査地点⑦及び「ミネアサヒ」に、い

もち病が発生した2007年の調査地点⑬を除き、両品種

ともに現地での fミネアサヒ」の慣行栽培と間一の栽

培管理を行った(表1)。

「みねはるか」については、いずれの調査地点でも

移植時の育苗籍施薬剤j及び本田栽培期間中のいもち病

防除薬剤jは使用しなかった。

fミネアサヒ」については、すべての諦査地点で移

植時に育詰箱施薬剤による、いもち病防i徐を行い、調

査地点⑪以外は、いもち病防除のための農薬を適時本

田に散布した。

試験は 2託制で、行った。 1区10株について生育鵠査

を行い、成熟期に 1 区30株をメIJ り取り、~又量調査を行

った。

玄米について、対1:穀粒2阿部器(RGQ10B)を用いて整粒

歩合を測定し、タンパク質含量は対1:近赤外分1JT装置(N

IR-6500)、食味{直はS社食味計を用いて調査した。

結果

1 試験年次の気象状況

高町及び稲武町の夏作期間である 5 月 ~10月の平均

回 1 調査地点の設置場所(愛知県豊関市)

図仁IJの数字は調査地点喜子号(表l参照)。アメダスll!l点 A=豊田市高町、か登田市稲武町

国土地理院発行の恭捻i也図情報 (http://fgd.gsi.go.jp/view/25000/map.htm) を利潤し、作図した。



153 愛知県農業総合試験場研究報告第13号

表 1 調査地点と移植WJ及び本回でのいもち病の発生状況

調交地点 J剖古 住所 供試勾二次(年) 移植J羽(月日討をを察当ミ {，1:(kg!103) 

番号 司王f;1詰 ('fl知県fE岡市) みねはるか ミネアサヒ みねはるかミネアサヒ (時/lOOg) みねはるか ミネアサヒ

5.6， 1.9 ① 100m 御船町 2007， 08 2007， 08 5.4， 5.4 5.1， 5.4 2.72 5.6， 4.9 

② 100m T室町 2007 5.23 2.70 4.8 
③ 100m 幸海IIlT 2008 5.6 未調査 7.0 

④ 100m 閲郷町 2008 2008 5月下旬 5月下旬 米調交 8.0 8.0 

(5) 100m 東大島IIIJ 2008 2008 5.9 5.9 米間査 8.1 8.4 
m……………………………一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四国間四回一一一ーーーーーーーーーーー一一一一一一一一

(百) 120m 仲俣IIIJ 2007 5.26 5.23 0.0 

⑦ 150m 九久平IIIJ 2007 2007 5.9 5.9 3.88 8.2 10.4 

一一~_____l_~Q~__j~~旦.fY~1ll1~~~一三Q9_~，__Q~_ _?.9_~ ~L __Q?_ __ _~~ 1.::1.:.ーム2ム-~'-同 5. 11ーム注調開園田l比♀ιL斗忌九闇込ιι幅5三旦2ふ幽J旦O.幽三5
一一@一一白一2詑50包旦幽凶jJEj箆是l~I~L一一-ZQGL一周-2GZ"一……"……悶闇聞ムι
i曾訟…山i誌50処乱L蝉幽阜主記ι嗣E弘L…山同…綱山一慣圃2008 岡山一一一一.山…欄山…..ふ
⑪ 4ω00伽羽 羽ギ布和i行川川刊T汀刊川川111町11町lりJ 20∞07 20∞07 5.1 5.2 3.0ω9 7.2 7.2 

自問。…四41Q1"JiゑIIJJ一一一一2008・一一一一一-ー圃盟主16一一一一一一一ーゴヨiZi---J-2一一一一一一…山町
一--@一一竺也"主主IIJJ 一-221'-25-232LJE-ムム-2L11・ムー土2--iL51---2JL-一三-立5二旦--一9

⑬ 5日50伽m 司中I当i向IJ町1りJ 20∞07， 08 20∞07， 0閃8 5.3，5.45.3，5.1 3.08 8.1，7.0 8.4，7.0 

⑬ 5日50伽m 稲武H開町iりr 20∞08 20∞08 5. 1凶6 5ι. 1口3 未初資 8.0 8.0 
注， 2007年羽平行111了(⑪)及び2008年総|品l飯野間丁(③)のみねはるか、 2008年の佐11荷台IIIr(①)のみねはるか、ミネアサヒは、 μ以';U~j手

の発生により生育調子E成績のみを解析した。防長室奈は2007{j三に測定した。

気漏は、平年値で2.00

Cの差が認められた([之]2)。

2007年は、 1:;:jIU丁、稲武町ともに 5JJは平年並み~や

や低温に経過した。 6月に入り、平年並みの気jLiに][1]

復した。 7)'Jは平均気温は低めとなり、 jC]n往時間も知

くなった(図表省略)。このため、 i引H市内の水稲の出

穂期は平年よりも遅れる傾向であった。 11¥穂後、 10月

までの控熟jザJPrliは平年よりも f'，出品に経過した。

2008年は、高IUf、稲武町ともに 7月以降II¥TJll期まで

は高温に経過した。このため、盟問市内の水稲の11Hl1l

J~J は平年より 1~3 日早まる傾向であった。 IJ\TfBJ~J以

降8月下旬には一時的に平年より気温が低下したが、

他は概ねlFJ汁l乱に経過した。このため、成熟期は平年よ

りも 2~6 日平まった。

2 出穂 E 成熟期及び梓長・穂長・穂数

図3に調査地点の出穂・成熟期jを示した。 11¥穂期は、

標高の低い調査地点では「みねはるかJと fミネアサ

ヒJはほとんど同じであったが、標高100m以上で、は「み

ねはるかj は「ミネアサヒ j よりも 1日程度遅れる傾

向であった。成熟期は標高にかかわらず、「みねはるか」

は「ミネアサヒ jよりも 1日程度遅れる傾向であったc

fみねはるか」、「ミネアサヒ」ともに出穂・成熟期と

標高との伺に相関が認められた。 2007年に調査地点⑦、

⑨、⑪で測定した気温から、「みねはるかJの出穂から

成熟期までの積算楓度を計算したところ、 3調査地点

とも、ほぽ10500C前後で、あった(図表省略)。

図4に梓長・穂長・穂数を示した。梓長について「み

ねはるかJは fミネアサヒ」よりも平均で 4cm程度長

くなった。穂長はほぼ同等で、穂数はやや「ミネアサ

ヒ」の方が多い傾向であった。これらの形質と標高と

の関連は明確で、はなかった。

いずれの調査地点も阿品種ともに目立った倒伏は認

められなかった。

~ r 

25 

幽-fテ幽自
9 一間令ー・、--:20
沼田

4託
王T15
持ト

10 

5月 6月 7月 8月 9月 10月

|玄]2 愛知県豊田市1:~jIUJ (t~I{~j75m) 及び稲武町(標 r{ミi

505m)における夏作期間の平均気温 (2007，20081i三)

気象庁アメダスデータを使用、平年11立は 1981~2010年の30{j三

の司王均。

3 精玄米重と干粒霊

園 5に精玄米重と千粒重を示した。精玄米重は、調

査地点目]で、の変動が大きかった。精玄米重は「みねは

るかJと「ミネアサヒ j はほぼ同等であった。千粒重

について「みねはるかj は「ミネアサヒ」よりも平均

で2.6g程度重かった。

図6に品種別の穂数と精玄米重を示した。「みねはる

か」は穂数と精玄米重との間に棺関は認められなかっ

た。「ミネアサヒ Jは穂数と精玄米重との間に 5%の危

険率で0.67の相関が認められた。

4 整粒歩合

図 7に整粒歩合を示した。「みねはるか」、「ミネアサ

ヒ」ともに標高が低くなるにつれ整粒歩合は低下する

傾向であった。「ミネアサヒ」は標高と整粒歩合との間
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図 7 愛知県中山間地域における標高別の「みねはる

かJと「ミネアサヒ j の整粒歩合(2008年)

整率立歩合l土、 S宇土穀粒半U51IJ器 (RGQI0B)による測定。図注釈

は襟高との相関係数。
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!調 4 愛知県中山間地域における標高別の fみねはる

かJと fミネアサヒ」の稗長・穂長・穂数

表示は鴎 3{こ準ずる。



155 愛知県農業総合試験場研究報告第43号

9.0 

8.0 

ま 7.0

総 6.0

g r、5.0 
-;-; 4.0 
入、 3.0 

4主司 2.0 
1.0 

0.0 

焚
電. @ 震 @ 

⑧みねはるか 1
A ミネアサヒ i食味値

×コシヒカリ j 

110 
100 
90 
80 
70 
60 

100 150 250 400 480 550 

模商(m)

図 8 愛知県"1"111開地域における標高別の「みねはる

か」と「ミネアサヒ Jの玄米タンパク費含量と食

l刷l直(2007年)

玄米タンパク f1含 i立はN社近赤外分析装置 (NIR-6500)、食味

irl!IはSt上食味百|による測定。
みねはるか仁コ ミネアサヒ陸巡:コシヒカリ

に 5%の危険率で0.77の相関が認められた。しかし、「み

ねはるかj には相関が認められず、標高100mでも整粒

歩合は80%程度を維持していた。

5 玄米タンパク質含量と食味{直

図 8に玄米タンパク質含量と食味値を示した。玄米

タンパク質含量は一部を除き、「みねはるか」は「ミネ

アサヒ」よりも低くなった。食味値でも「みねはるか」

は良食味品種「ミネアサヒ」と伺等以上で、特に標高

250m以下で「ミネアサヒ j との差が大きくなった。ま

た、調査地点①の隣接ほ場で栽培した「コシヒカリ」

との比較でも「みねはるか」は玄米タンパク質含量が

低く、食味値は良好であった。

6 いもち痛無妨除栽培

表 2に調査地点でのいもち病発生の有無を示した。

2007年は、出穂前に低温傾向であったために豊田市管

内で「ミネアサヒ」にいもち病が発生していた。調査

地点⑨、⑬でいもち病防除農薬を散布していたにもか

かわらず、「ミネアサヒ Jにいもち病が散見された。

このような条件でも、本田でのいもち病防除農薬を

散布していない、すべての調査地点の「みねはるかj

には、いもち病の発生は認められなかった。

考 察

中山間地域では、障害型及び遅延型の冷害を受ける

恐れがあるために品種選定における出穂・成熟知iは重

要である ::n みねはるかj は既に調査地点の設定され

た地域に導入されている「ミネアサヒ Jとほぼ同等の

出部・成熟知]を示し、品種特性としての[h'j¥:害型耐冷性

も「ミネアサヒ」と同じ、やや強 1) であることから愛

知県中山間地j戒での栽培に適すると考えられる O

表 2 本田でのいもち病の発生状況

調査地 f!t試年次(年) いもち病の発生の有無
点番号みねはるかミネアサヒ みねはるか ミネアサヒ

① 2007， 08 2007， 08 無， fR〔 11E，無

② 2007 1!!~ 

③ 2008 1R~ 

④ 2008 2008 無無

⑤ 2008 2008 無無

⑥ 2007 l!!Ii 
⑦ 2007 2007 無無

③ 2007， 08 2007， 08 無，無 1!\~ ， 1!!~ 
⑨ 2007 2007 ~!!~ 校授し、もち散見

⑩ 2008 無

⑪ 2007 2007 無無

⑫ 2008 無

⑬ 2007， 08 2007， 08 無，無 聡いもち散見，無

⑬ 2007， 08 2007， 08 無， 1!!~ 1!!~，無

⑮ 2008 2008 1!!~ ~!!~ 

注.みねはるかは、育 [h~j A'泊施薬剤及び本田でのいもち病i切除

薬剤jは使用せず、ミネアサヒは通常|的|徐(1間以上いもち

病防|徐楽剤を使用)を行った。

また、標高が高くなるにつれ、秋冷も早まると推定

される。「みねはるかj の殺熟積算tlfiL広三が1050
0

C前後で

あることを目安に、それぞれの地域で移植期等を設定

する必嬰があると考えられる。

形態的特性として、「みねはるかj は「ミネアサヒ j

に比べ、やや長科になったが、梓質はやや問IJ1)であり、

耐倒伏性に問題はなかった。

愛知県中山間地域は、全国で最も水稲収量水準の高

い長野県と隣接し、 10a当たり収量は600kg以上を示す

農家も多い。伊藤ら'l)は、愛知県山間地域での多11又条

件として、籾数(穂数x1穂籾数)の確保が重要であ

るとしている。佐藤ら 4)は仁!こl山間地域で安定多収を凶

るためには、早期に茎数を確保し有効茎歩合や主主熟歩

合を高める必要があり、特に穂数の確保が重要で、ある

としている。

本試験では、「ミネアサヒ Jは穂数と精玄米重との間

に相 1'¥t1が認められたが、 fみねはるかJには両者の開に

相関は認められなかった。「みねはるかj は「ミネアサ

ヒJに比べ千粒重は重いが 1穂籾数がやや少なく、一

次枝梗若t立籾数の割合が高い特性1)7J'ある。このため、

愛知県中山間地域での「みねはるか」の多収栽培には

1穂籾数の確保と登熟歩合の向上に努める必要がある

と考えられる。

また、「みねはるかJは「ミネアサヒ」よりも標高の

低い調査地点で、整粒歩合の低下が少なかったことから、

中山間地域の1幅広い原高での適性があるものと考えら

れる。

玄米タンパク質含量及び食味値の結果では、 fみねは

るか」は「ミネアサヒ j と同等以上の数値を示してい

た。特に標高の低い調査lis}~~で、食 r*I~~J述形質の数値が

良好であったことから、「ミネアサヒ j よりも中山間地

域の [11高広い際高で、のÆH~I:があると考えられる。また、
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良食味品種として評舗の高い「コシヒカリ Jとの比較

でも「みねはるかj の食味関連形質の数値は良好であ

った。

伊藤ら :lj は、愛知県111問地域での収量の年次変動が

大きい理由として、いもち病の多発を指摘している。

いもち病開場抵抗性遺信子 Pi・39(t)5)を持つ fみね

はるかJの導入により長年の怒案で、あった、いもち病

の被害を軽減できる可能性がある。調査地点⑬では、

2002年から現地試験として「みねはるかj のいもち病

然防除栽培に取り組んでいる。現在まで (2011年)、い

もち病の発生はほとんど認められないことから、 Pj39

(t)の安定性も実証されつつある。しかし長期的には、

いもち病臨場抵抗性の集積 1)による、更なる踊場抵抗

性の安定化が必要である。

近年、愛知県中111問地域でも全量基肥施肥法6) /J'導

入され、擁肥作業の省力化が行われている。この栽培

法に加え、 fみねはるか」は、いもち病無防除栽培が可

能 5)なことから農業散布留数を減少でき、より一閣の

省力化ができるものと考えられる。

愛知県中山間地域の主要品穂「ミネアサヒ」は産米

評価は高いが、いもち病に弱く、同病に対する農薬防

除は栽培における必須条件となっている。一方、消費

者の食に対する安全・安心志向の高まりから減農薬栽

培への関心は高い。このため、減農薬栽培が可能な fみ

ねはるかJの導入は、消費者が抱く中111問地域に対す

る清涼なイメージに合致する特産米を生産できるもの

と考えられている1)。

fみねはるか」は fミネアサヒ Jとほぼ同等の出穂

・成熟期!な示し、品費・食味特性も「ミネアサヒ」と

同等以上である。これらの特性を持つ「みねはるかj

は、 1穂籾数の確保と登熟歩合の向上に努める栽暗管

理を行うことで、標高差の大きい愛知県中山潤地域に

適すると考えられる。

愛知県中山間地域は、沼造好適米品種や嬬米等の特

徴ある水稲品積を利用した特産物の開発が行われてい

る7)。いもち病無防除栽培を組み合わせた「みねはる

かJの導入も既に開始され8)、本種が中山間地域水稲

作の安定化と産米の更なる高付加価値化に貢献してい

くものと期待している。
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